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著者 年 国 対象 調査内容(使用尺度) 結果

Engelbrecht, 
M.

2020 南アフリカ 私立病院で
副業を行う看護師看護師

一般的健康、精神的健康、共感疲労、
個人的達成感、同情的満足、同情的
疲労

私立病院で副業を行う看護師は、燃え尽き症候群のリスクが低く、思いやり
の満足度と仕事への取り組みが高い。離職を考えたことのある看護師は、感
情疲労と共感疲労の得点が有意に高かった。

Bouchard, L. 2021 米国 博士課程に在籍中の看護師 共感疲労、プレゼンティーイズム、
ACEs、レジリエンス

博士課程に在籍中の看護師は、共感疲労、プレゼンティーイズムのスコアが
高く、レジリエンスは中程度であった。

Shahar, I. 2019 イスラエル 長期療養施設に勤務する
看護師 Professional Quality of Life Scale

共感疲労、バーンアウト、同情満足中程度以上のスコアを示した。
資格の高い看護師は思いやり満足度が高い。
年齢の高い看護師は共感疲労が低い。

Merk, T. 2018 米国 小児科の看護師 Professional Quality of Life Scale
共感疲労とバーンアウトは全体的に低レベルから平均レベルであり、思いや
り満足度は全体的に平均から高レベルであった。40歳以上の看護師と比較し
て、若い看護師はバーンアウト、共感疲労が高く、共感満足度が有意に低
かった。

Jakimowicz, 
S.

2018 豪国 クリティカルケア看護師 Professional Quality of Life Scale
大学院卒の看護師は、思いやり満足度スコアが有意に高く、看護師としての
実践期間、ICUでの実践期間が長くなるほど思いやり満足度は有意に増加し
た。バーンアウト得点は、年齢、在職年数、実習年数の増加とともに有意に
減少した。

Li, J., Wang 2022 中国 緩和ケア看護師
Professional Quality of Life Scale
、一般的自己効力感尺度、認知社会
支援尺度、簡易対処様式質問票、
Connor-Davison Resilience Scale

緩和ケア看護師のバーンアウトと二次的外傷性ストレスのレベルは、他の領
域の看護師よりも高かった。社会的支援、レジリエンス、ポジティブコーピ
ング、家族の仕事への認識、収入満足度は、緩和ケア看護師における同情疲
労の抑制要因である。

Kaya, Ş. D 2022 トルコ 公共医療施設に勤務する
看護師

専門職コミットメント尺度, 満足度
尺度 、Professional Quality of 
Life Scale

ワークエンゲージメント, 思いやり満足度, 職業満足度の間には正の相関が
ある。看護師の共感疲労は、思いやり満足度の平均を上回っていた。

Babaei, S. 2020 イラン 循環器看護師 Professional Quality of Life Scale

看護師の年齢、教育レベル、勤務経験、労働時間と、思いやり満足度、バー
ンアウト、二次的外傷性ストレス、共感疲労の間に有意な関係を示さなかっ
た。勤務経験は二次的外傷性ストレスと関連していた。しかし、思いやり満
足度やバーンアウトとは有意な関係がなかった。循環器看護師において，思
いやり満足度は高く，バーンアウトと二次的外傷性ストレス、共感疲労は中
程度であった。

Xiaoyi, C. 2021 中国 透析看護師 ワークエンゲージメント、レジリエ
ンス、共感疲労

透析看護師における離職意思は高値であった。レジリエンスの高さは、
ワークエンゲージメントを高め、共感疲労を軽減することを介して、離職意
思を低くすることにつながる。

Chu, L.-C. 2021 台湾 看護師
Compassion fatigue short scale
職務遂行能力尺度 共感疲労は職務遂行能力・行動に有意な負の影響を及ぼし、ワークエンゲー

ジメントは共感疲労と職務遂行能力・行動との負の関係を緩和する。

Cao, X. 2021 中国 透析看護師
Connor-Davison Resilience Scale, 
Utrecht work engagement scale、
離職意思尺度(TIS)

レジリエンスは、ワークエンゲージメント・共感疲労に有意かつ直接的に寄
与していた。レジリエンスは離職意図に直接的かつ有意な影響を与えなかっ
た。ワークエンゲージメントと共感疲労は離職意図に直接的かつ有意な影響
を与えた。

Sano, R. 2018 米国 NICU看護師 慈愛疲労、二次的外傷性ストレス、
バーンアウト

自己慈愛は、看護師-医師-同僚関係が高い場合にのみ、看護師-乳児/家族関
係の強さと負の結果の間の関係を媒介した。

表１ 共感疲労の程度の測定と関連因子
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著者 年 国 対象 調査内容(介入方法) 結果

Pérez, V 2022 スペイン 認知高齢者施設の
看護師

マインドフルネス・トレーニング
開始前、6週間後、介入完了後3ヶ月目に
ProQOLを用いて調査

共感疲労とバーンアウトでは両群間に有意差が認められ（p < 
0.05）、実験群では有意な改善が見られた。介入終了後3か月
においても、共感疲労（F1,28 = 18.14, p = 0.003）、バー
ンアウト（F1,28 = 7.25, p = 0.040）ともに維持されてい
た。しかし、満足度では群間差はなかった。

Goktas, S. 2022 トルコ 救急看護師

モチベーションを高めるメッセージが21日間毎
日携帯電話に送る
介入前後でThe Job Satisfaction Scale, 
Compassion Fatigue Scale, and 
Communication Skills Scale を用いて調査

介入前、職務満足度（P = 0.561）、共感疲労（P = 0.687）、
コミュニケーション能力（P = 0.355）の得点に群間における
有意差はなかった。介入後、介入群は対照群と比較して、仕
事満足度（P < .001）およびコミュニケーションスキル（P 
< .001）の得点が有意に高く、共感疲労の得点が有意に低
かった（P < .001）。

Wang, H. 2021 中国 公立病院の看護師 マイクロブレイク
看護師が高いレベルのマイクロブレイク活動を行うことで、
職務ストレスがワーク・エンゲージメントに与える悪影響が
消失することが示された。さらに、マイクロブレイク活動の
モデレーティングロールは、心理的無関心によって媒介され
た。

Esposito, C. L. 2021 米国 NY州看護師協会に所属する
看護師

セルフケア運動(瞑想、ヨガ、ストレッチ、アロ
マセラピー等)を4週間日課にする
参加前・後でNYSNA Promoting Quality 
Nursing Care Through Better Self-Care Pilot 
Study Survey の 38 項目の自己報告式質問票で
調査

介入前後でメンタルヘルスが「良くない」日数に統計的に有
意な差が見られ（z = -2.38, p = .017）、セルフケア運動の
利用がメンタルヘルス改善に寄与した可能性が示唆された。
頭痛や体の痛み、睡眠の乱れ等の症状が改善がしたとの報告
が多かった。。

Yilmazer, Y. 
Ç.

2020 トルコ 看護師 ダンス・ムーブメントセラピー
8セッションのプログラム前後に調査

プログラム終了後、平均的な共感満足度は上昇し、バーアウ
トと共感疲労のレベルは減少した。

Grabbe, L. 2020 米国
病院勤務の看護師

(救急、手術室、ICU、外来、
内科病棟、外科病棟等)

コミュニティ・レジリエンス・モデル®
事前、1週間後、3ヶ月後、1年後に調査

ウェルビーイング、回復力、二次的外傷性ストレス、身体症
状が改善した。

表２ 共感疲労を軽減する介入の比較試験

著者 年 国 対象 調査内容 結果

Pérez-García, 
E.

2021 スペイン 病院勤務の看護師 看護師の共感疲労の原因と結果
5回のフォーカス・グループ・セッションを実施。

共感疲労の発生原因として認識されているのは、看護を提供
するための時間と資源の不足であった。その結果、業務遂行
上の困難、家庭や私生活への影響、不安、ストレス、そして
場合によっては仕事を辞めたいという願望が確認された。

Arcadi, P. 2021 イタリア COVID-19患者の看護に
従事する看護師

COVID-19患者の看護に従事するイタリア人看
護師の経験
半構造化インタビュー

不安と恐怖、時間と空間の認識の変化、「ケアすること」の
意味の変化、役割と関係の変化という4つのテーマが抽出され
た。

Steinheiser, 
M. M.

2020 米国 高齢者施設に勤務するRN
高齢者施設で入居者をケアするRNが共有する共
感疲労の意味
解釈的現象学的研究

参加者の間で共有されている意味は、(1)葛藤を感じており、
それが共感疲労を引き起こしている、(2)共感疲労の身体的・
感情的な症状を感じている、(3)共感疲労は生活のあらゆる側
面に浸透している、(4)共感疲労に対処しようとしている、と
いうものであった。その根底には、入居者の生活に変化をも
たらしたいという願望であった。

Marks, S. L. 2018 米国 新規認可正看護師
共感疲労の症状、誘因、転帰
解釈的現象学的研究

参加者は、組織的なサポートの欠如、管理された学生看護師
から自律への急速な移行、専門知識の欠如、自宅から追加ト
レーニングに取り組むことへの期待による疲労と燃え尽きを
報告した。

Grech, A. 2018 マルタ
急性期総合病院の血液腫

瘍科に
勤務する看護師

血液悪性腫瘍患者に終末期医療を提供する看護
師の経験
解釈的現象学的研究

2つのテーマ「医療的無益性との戦い」と「“ケアの精神的負
担との戦い」が抽出された。看護師は、終末期の患者が集中
治療施設に移され、特に積極的な治療とそれに伴う症状の負
担が、尊厳ある死を経験することを妨げていると認識してい
た。その結果、看護師は無力感、苦痛、共感疲労など、さま
ざまな感情に悩まされていた。

表３ 共感疲労の経験・意味の追求
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